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沖
おき

縄
なわ

対
たい

話
わ

         山路安清（品川区） 

西暦
せーれき

１８６６年（しんはっぴゃくるくじゅーるくに

ん）（慶
けー

応
おー

２
に

年
にん

）生


まりぬ我
わっ

達
たー

たんめー西平
にしひら

賀
が

福
ふく

翁
おー

が

１
じゅー

４
し

ぬ歳
し

ぬ時
じ

分
ぶん

廃藩
はいばん

ぬあ、県
きん

庁
ちょー

や大和
やま

口
ぐち

習
なら

ーす

んち「沖縄
おきなわ

対
たい

話
わ

」ん言
い

る書
す

物
むち

作
ちゅく

とーいびーん。 

我
わっ

達
たー

んうり使
ちか

勉
びん

強
ちょー

さびたしが、今
なま

ぬ言
く

葉
ば

とーゆか

い変
か

わ難
むちか

さいびーたん。 

うぬたんめーや、 士
さむれー

ぬ「嗜
たしな

み」っし、新聞
しんぶん



か四
し

書
しょ

（大学
だいがく

、中
ちゅー

庸
よー

、論
ろん

語
ご

、孟
もー

子
し

）読
ゆ

だい墨
しみ

習
なれ

ー

さい、唄
うた

三
さん

線
しん

しみしぇーたく、大和
やま

口
ぐち

ん解
わか

てー居


み

しぇーたん思
うむ

やびーしが、使
ちか

いみしぇーびらんたん。 

我
わ

んにん時
ち

々
ちぇ

ー「たんめーさい。鼻
はな

緒
ー

ぬ切
ち

りやび

たく付
ち

き呉


みそーれー。」か、中
ちゅー

学
がく

生
しー

成
な

か

らー「漢文
かんぶん

習
なら

いが来
ち

ゃーびたん。」言
い

ち、沖縄
うちなー

口
ぐち

び

けーんっし話
はなし

そーいびーたん。 

今
なま

考
かんげ

ーいねー、我
わっ

達
たー

ん学校
がっこー

英
えー

語
ご

ー習
なら

ん、う

らんだーとー 話
はなしぇ

ーしーゆーさん事
く

似
に

ちょーいび

ーさ。 

やいびーしが、大
たい

正
しょー

九
く

年
にん

我
わ

ん女
ゐなぐ

ぬ親
うや

ぬ、今
なま

ぬ和
わ

洋
よー

女
じょ

子
し

大
だい

卒
そつ

業
ぎょー

さる時
ち

に、たんめーや我
わ

ん女
ゐなぐ

ぬ親
うや

迎
んけ

ーいるたみ胴
ー

一
ちゅ

人
い

っし羽
は

織
うい

・袴
はかま

着
ち

ち、パナマ帽
ぼー

被
かん



大
おー

阪
さか

商
しょー

船
せん

っし三
み

夜
ゆる

四
ゆっ

日
か

かか神
こー

戸
べ

まめんそーち、

うぬ後
あ

汽
き

車
さ

っし東
とー

京
ちょー

んかいめんそーちょーいびー

ん。 

大和
やま

口
ぐち

使
ちか

いみそーらんたるうぬたんめーや、如何
 ちゃ 

ん

如
ぐ

っし船
ふに

乗
ぬ

たい、汽車
き さ

ぬキップ買
こー

たいしみそーちゃ

がやーん思
うむ

やびーん。 

東
とー

京
ちょー

てー、親子
うやっ

まじゅんあまくま見物
ちんぶち

そーみし

ぇーびーん。 

家
やー

んかいカンカン帽
ぼー

んあいびたく、洋服
よーふく

ん着
ち

みそ

ーちゃがやーん思
うむ

やびーん。 

 御
う

清
しー

明
みー

か七
しち

月
ち

ねー、ーかぬ達
ちゃー

ぬ集
あち

ま活
っ

計
ちー

うさがいがちーなーぬ 話
はなしぇ

ー、諸
むる

沖縄
うちなー

口
ぐち

やいびーた

ん。 

「女
ゐなぐ

あなしぬ 筆
ふ

持
む

ちゅし知
し

らん 五
いち

ち指
いび

形
かた

ぬ 御
ぐ

状
じょ

ぬ印
しるし

」ん言
い

る琉
るー

歌
か

ぬ如
ぐ

、我
わっ

達
たー

はんしー達
たー

ぬ時
じ

分
ぶの

ー、女
ゐなご

ー学問
がくむん

しぇー成
な

らん言
い

らっとーいび

ーたく、沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ暮
く

らしそーみしぇーびーたん。 

明
めー

治
じ

十
じゅー

八
はち

年
にん

女
ゐなぐ

ん子


ぬ小
しょー

学校
がっこー

んかい通
かゆ

いる前
めー

や、

「沖縄
おきなわ

対
たい

話
わ

」や男
ゐきが

びけーんっし、使
ちか

居


たがやー

ん思
うむ

やびーさ。 
**********************～*********************** 

◎ 沖縄
うちなー

字
じー

（、、、・・・）にちーてー、終
う

わ

いぬページ見
んー

ち御
う

賜
たび

みしぇーびり。沖縄
うちなー

字
じー

使
ちか

会報
いほー

作
ちゅく

やびたん。読
ゆ

み易
やっ

さん思
うむ

とーいびーしが、如何
 ちゃ 

ぬ風
ふー

儀
じー

やいびーたがやー。御所
うんじゅ

なー御
う

考
かんげ

ー聞
ち

かち御
う

賜
たび

みしぇーびり。 

大和
やま

字
じー

組
く

み合
あー

ち書
か

ちーねー、読
ゆ

むしが難
むちか

さいびー

しが、くぬ沖縄
うちなー

字
じー

や組
く

み合
あー

しぇーさん如
ぐ

一字
ちゅじー

さーに

書
か

ちゃびーん。読
ゆ

み慣
な

りーねー便
びん

利
り

な物
むん

やいびーく、

くぬ号
ごー

ん続
ちぢ

き読
ゆ

御
う

賜
たび

みしぇーびり。 



 2

御
う

父
とー

ぬ一
ちゅ

人
い

ゆんたく  野原ツル子（練馬区） 

我
わっ

達
たー

御
う

父
とー

や一杯
いっぺー

酒
さき

上
じょー

戸
ぐー

やいびーたん。 

毎
めー

夜
ゆる

泡盛
あーむい

うさがみそーち、あんまー分
わ

かし物
むん

小
ー

うさ

がいがちーなー、ゆんたくそーみしぇーびーたん。 

我
わ

んねー時
ち

々
ちぇ

ー親
うや

孝行
こーこー

ぬたみに、御
う

父
とー

相
えー

手


っし昔
んかし

話
ばなし

聞
ち

ちゃいそーいびーたん。 

やが、さーふーふー小
ー

しみしぇーいねー、ちゃー口
くち

から出


じーる琉
るー

歌
か

ぬあいびーたん。うれー下
しちゃ

ぬ歌
うた

や

いびーん。 

 「酒
さき

や肝
ちむ

ぬ門
じょ

ぬ さしぬがやゆら 飲
ぬ

みば飲
ぬ

む

ふに 開
ら

ち行
い

ちゅさ」 

我
わ

んねー酒
さけ

ー飲
ぬ

みゆーさびらんしが、酒
さき

上
じょー

戸
ぐー

ぬ心
くく

地
ちぇ

ー解
わか

いんねーさびーん。 

若
わか

さる時
じ

分
ぶん

に良
ゆ

ー聞
ち

かさっとーいびーたく、今
なま

ち

き忘
わし

ららん、我
わ

ん心
くくる

んかい残
ぬく

とーいびーん。 

また何
ぬー

んちぇー無
ね

ーん、うぬ歌
うた

ー好
し

ち成
な

とーいびー

ん。 
 
 

 
 
 

沖
うち

縄
なー

口
ぐち

使
ちか

やびら    伊佐トミ子（那覇市） 

沖縄
うちなー

口
ぐち

無
ね

ーんなちぇー成
な

らん言
い

ち、近
ちか

頃
ぐろ

ーテレ

ビ、ラジオ、学校
がっこー

んじん気掛
ち が

き使
ちか

いる如
ぐ

成
な

とーい

びーしが、御所
うんじゅ

なー達
たー

「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」や大和
やま



十
じゅー

年
にん

余
あま

い沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ他
ふか

、うぬ時
じ

分
ぶん

時
じ

分
ぶん

ぬ習
なれ

ー、寄
ゆ

し

言
ぐ

まん勉
びん

強
ちょー

そーみしぇーん言
い

みしぇーく、

るまさそーいびーさたい。 

昔
んかし

ぬ沖縄
うちなー

ぬ言
く

葉
ば

なかい「生


まり一郷
ちゅくに

 育
すだ

ちや七郷
ななくに

」

んちあいびーく、遠
ー

さ沖縄
うちなー

離
はな

りとーん、くりか

ら後
あ

ん続
ちぢ

きみそーりよーたい。 

御所
うんじゅ

なー達
たー

や東
とー

京
ちょー

んかい住
し

まとーみしぇーびん、

沖縄
うちなー

ぬ事
く

良
ゆ

ー知
し

っちょーみしぇーしが、誰
たー

がん成
な

い

るむのーあいびらんどーたい。 

月
ちち

ぬ走
は

いや馬
ま

ぬ走
は

いん言
い

ち「あね！」ん言
い

る

間
ーだ

に日
ー

日
びー

ぬ経
た

っち、昨日
ちぬー

ぬ事
く

ん思
うむ

やびーしが、童
わらび

ぬ時
じ

分
ぶん

我
わっ

達
たー

あんまーや「平生
ーじー

から『言
く

葉
ば

銭
じん

遣
ぢけ

ー』ん

ちあく、細
くめ

ーき良
ゆ

ー使
ちか

りよー」ん言
い

ち習
なら

ーし

みしぇーたく、今
なま

ちき子


孫
まが

ぬ達
ちゃー

んかい、うん

なく話
ばなし

そーいびーん。 

言
く

葉
ば

ー家
やー

人衆
にんじゅ

か同


士
し

ぬ達
ちゃー

使
ちか

覚
うび

やびーく、

平
ー

生
じー

からなるびち沖縄
うちなー

口
ぐち

使
ちか

いる如
ぐ

気掛
ち が

きらんねー成
な

いびらんさたい。 

色々
いるいる

書
か

ちゃびたしが、読
ゆ

み苦
ぐり

さるくるんあいび

御
ぐ

無
ぶ

礼
りー

さびたん。くねー呉


みしぇーびれー。 

 
 

 
 

「言
く

葉
ば

銭
じん

遣
ぢけ

ー」：言葉は銭と同じように使い方によって自分や

社会を益することができる。従って、言葉は高い価値を生むように

使わねばならない。 出典「沖縄の黄金言 (有)沖縄総合図書」 
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魂
たましぇ

ー沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

（２
に

） 新垣清松（横浜市） 

戦
いくさ

前
めー

や田舎
いなか

てー、大和
やま

口
ぐち

使
ちか

いみしぇーるちねー

や無
ね

ーびらんてーく、標
ひょー

準
じゅん

語
ご

覚
うび

ーしぇー先生
しんしー



書
す

物
むち

からやいびーたる。 

 大和
やま

んかい行
い

ちゅるっ人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

、また兵
ー

隊
たい

んかい行
い

ちゅる若
わか

ー達
たー

が、大和
やま

ん人
ちゅ

んかい振
ふ

り者
むん

言
い

らって

ー成
な

らんむん言
い

ち、先生
しんしー

達
たー

や生
しー

徒


んかい標
ひょー

準
じゅん

語
ご

使
ちか

いる事
く

あぎまーする世
ゆ

ぬ中
なか

やいびーたん。沖縄
うちなー

口
ぐち

忘
わし

てー成
な

いびらんしが、日
に

本
ほん

国民
こくみん

っし立身
っしん

ぬ為
たみ

ね

ー仕
し

方
かた

ー無
ね

ーらん事
く

やいびーたん。 

 我達
わったー

家
やー

ぬ隣
ない

んかい新垣
あらかち

商
しょー

店
てん

言
い

ち、雑
ざっ

貨
か

ぬ他
ふか

に

雑
ざっ

誌
し

ん売
う

とーいびーたん。いちゅくやいびーく

時々
ちち

がねーっし、手


間
ま

小
ー

ん言
い

ち雑
ざっ

誌
し

読
ゆ

嬉
うっ

さ嬉
うっ

さーさびたん。 

幼年
よーねん

倶楽
く ら

部
ぶ

か少
しょー

年
ねん

倶
く

楽
ら

部
ぶ

んかい書
か

ちぇーる「明
あけ

智
ち

探偵
たんてい

」、「見
み

えない飛
ひ

行
こう

機
き

」、「敵
てき

中
ちゅう

横断
おうだん

三
さん

百
びゃく

里
り

」

か一杯
いっぺー

ーりきさぬ、あんし難
むちか

さる言
く

葉
ば

んなんくる

覚
うび

やびたん。  

 我達
わったー

沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ標
ひょー

準
じゅん

語
ご

ー正
そー

物
むん

思
うむ

とーいびー

ん。昔
んかし

軍隊
ぐんたい

んかい居


たる時
ち

に福岡県
ふくおかけん

生


まりぬ隊
たい

長
ちょー

や、我
わ

ん標
ひょー

準
じゅん

語
ご

ー東
とー

京
ちょー

ぬっ人
ちゅ

変
か

わらん言
い

みし

ぇーびーたん。沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

やく、大和
やま

口
ぐちぇ

ー成
な

いがや

ーん言
い

ち心配
し わ

しみそーちゃる筈
はじ

やいびーん。 

 

かぎやで風節        （y）（小平市） 

 「かぎやで風節」や「かじゃ風
ふー

節
ぶし

」ん読
ゆ

まびー

ん。踊


い、歌
うた

、三線
さんしん

でーっし、祝
すー

儀
じ

座
じゃー

ぬあいねー必
かんな

じ出


じゃさりーる沖縄
うちなー

ぬ芸能
じーぬー

やいびーん。歌
うた

ぬ言
く

葉
ば

ー、「沖縄
おきなわ

大
だい

辞
じ

典
てん

」でー見
んー

じーねー 

（１
いち

）けふのほこらしややなをにぎやな喩てる蕾でを

る花の露きやたごと  

成
な

とーやびーん。くれー昔
んかし

ぬ書
か

ち方
かた

やいびーく、読
ゆ

み苦
ぐり

さいびーん。解
わか

い易
やっ

さる如
ぐ

書
か

ち直
のー

しーねー、 

（２
にー

）今日
 きゆ 

ぬ誇
ふく

らしゃや なにじゃな喩
た

る 

   蕾
つぃぶ

居


る花
はな

ぬ 露
つぃゆ

ちゃた如
ぐ

 

成
な

いびーん。８
はち

８
はち

８
はち

６
るく

ぬ琉
るー

歌
か

成
な

とーやびーん。（１
いち

）

（２
にー

）とー読
ゆ

み方
かた

ーぬ物
むん

やいびーる。「今日
 きゆ 

」

や書
か

ち言
く

葉
ば

、平生
ーじー

や「今
ちゅ

日
ー

」、ぬ如
ぐ

っし「蕾
つぃぶ

」や

「蕾
ちぶ

」、「露
つぃゆ

」や「露
ちゆ

」っし済
し

まびーん。（１
いち

）ぬ書
か

ち

方
かた

ー難
むちか

しく見
み

ーやびーしが、昔
んかし

ぬ書
か

ち方
かた

ん大切
てーしち

に

残
ぬく

ち行
い

かんだれー成
な

いびらん。 

 
 

戦
いくさ

終
おわ

ちゃーきぬ学
がっ

校
こー

 國吉（眞）（川崎市） 

九
くくぬ

ち余
あま

いぬ歳
し

に大分
おーいた

県
けん

から沖縄
うちなー

んかい移
うち

来
ち

ゃ

ーびたしが、うんにーねー戦
いくさ

終
う

わちゃーきやいび

ーてーく物
むぬ

ん無
ね

ーん世
ゆ

ぬ中
なか

やいびーたん。学校
がっこー

ん

言
い

ちん建
た

物
むぬ

ん無
ね

ーびらんたく、木
きー

ぬ下
しちゃ

勉
びん

強
ちょー

んそーいびーたる。がじまるぬ木
きー

んかい黒板
こくばん

ぬ代
かわ

い板
いた

小
ー

下
さ

ぎ、うりんかい先生
しんしー

が国
こく

語
ご

ぬ字
じー

書
か

ちみし
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ぇーいねー、生
しー

徒


ぬ達
ちゃー

や帳
ちょー

面
みぬ

んかい書
か

ち写
うつ

ち、あ

んしから先
しん

生
しー

まじゅん声
ー

出


じゃち読
ゆ

どーいびーた

ん。 

うんにーねー、「読
よ

み方
かた

と算数
さんすう

」ぬあいび、うり

やか上
ー

手


ぬ勉
びん

強
ちょー

や無
ね

ーびらんたん。雨
あみ

ぬ降
ふ

いねー勉
びん

強
ちょー

や成
な

いびらんてーく学校
がっこー

や憩
ゆく

いやいびーたん。 

三年
さんにん

生
しー

成
な

からよーやく茅
かや

葺
ぶち

家
やー

ぬ出


来
き

、四
ゆ

年
にん

生
しー

ま

んぐる成
な

から書
す

物
むち

んあいびーたる。 

 我
わっ

達
たー

小
しょー

学校
がっこー

時
じ

代
だえ

ー五
ぐ

～六
るく

年
にん

生
しー

成
な

いねー、兎
うさじ

ぬ草
くさ

取


来
ち

ゃい、ーじゃー草
くさ

刈
か

たい、うりからたむん取


いが行


じゃいっし家
やー

ぬがねーする、田舎
いなか

んじぇー

何処
ま ー

ぬ童
わらび

ん達
ちゃー

ん勉
びん

強
ちょー

やさびらんたん。勉
びん

強
ちょー

んで

ーしーねー、呪
ぬら

ーりーる世
ゆー

やいびーたん。今
なま

ぬ童
わらび

ん

達
ちゃー

ぬ如
ぐ

っし「勉
べん

強
きょう

しなさい」ん言
い

らったる事
くと

ー無
ね

ーやびらんたん。 

我達
わったー

女
ゐなぐ

ぬ親
うや

ー勉
びん

強
ちょー

すしぇー、くしさびらんたし

が、ちゅけー隣
ない

ぬ童
わらび

ん達
ちゃー

や学校
がっこー

んかえーっちー

ぐしー行
い

かりーる、家
やー

ぬがねーさねー成
な

らんく、

毎日
めーにち

学校
がっこー

んかい行
い

ちゅん言


しぇー難
むちか

しー事
く

やい

びーたん。あんし異
い

風
ふー

な世
ゆ

ぬ中
なか

やいびーてーるやーん

思
うむ

やびーん。何処
ま ー

ぬちねーん貧相
んすー

そーいびーたく

、中
ちゅー

学
がく

卒
そつ

業
ぎょー

っしからー、上
ー

ぬ学校
がっこー

んかい行
い

ちゅ

ん言


しぇー大
でー

事
じ

な事
く

やいびーたん。 

うんにーねー、上
ー

ぬ学校
がっこー

やハイスクールん言
い

ちょ

ーいびーたしが、我
わっ

達
たー

が中
ちゅー

学
がく

卒
そつ

業
ぎょー

するまんぐるか

らー高等学校
こーとーがっこー

ん言


びたん。うぬ高等
こーとー

学校
がっこー

んかい行
い

ちゅしぇー、我
わっ

達
たー

字
あざ

ー小
くー

さいびーたしが、七
しち

人
にん

中
ちゅー

学
がく

卒
そつ

業
ぎょー

っし、ちん二人
た い

やいびーたる。我
わ

んなー

一人
ちゅえ

ー女
ゐなぐ

やいびーたん。戦
いくさ

終
う

わーくる十
じゅー

年
にん

成
な

とーいびーたしが、我
わっ

達
たー

やか五
いち

ちびけーん歳
し

上
ー

ぬし

ーじゃん達
ちゃー

や、中
ちゅー

学
がく

ん諸
むる

出


じらりーる事
くと

ー難
むちか

しー

事
く

やいびーたん。戦
いくさ

終
う

わちゃーけー、学校
がっこー

かい行
い

ちゅん言


しぇー大
でー

事
じ

な事
く

やいびーたん。 

あんすく、今
なま

イラクんじ戦
いくさ

んかい、はっちゃかと

ーる童
わらび

ん達
ちゃー

事
く

考
かんげ

ーいねー肝
ちむ

病
や

成
な

いびらん。 

 
 

事務局から 

 創刊号発行の際は貴重な原稿を頂き有難うございまし
た。 
三ヶ月経つのが早いもので、第二号を発行する事になり
ました。今回は那覇市在住の伊佐トミ子さんからも原稿
を頂戴しており、感謝申し上げます。 
 
 創刊号でお知らせしましたように、この会報は沖縄語
に関心を持つ方であれば会員以外の方でも書くことが出
来ます。どうぞ遠慮なく送って下さい。 
 勉強のため、出来るだけ沖縄語で書いていただきたい
のですが、共通語の原稿は沖縄語に書き替えさせていた
だきます。 
原稿は趣旨を変えないで手直しをする場合があります。 
 
この会報では沖縄語の発音を正しく表記するのに便利
な沖縄文字を採用して編集しております。沖縄文字に慣
れるまでは、沖縄文字への変換は事務局で行います。 
また大変恐縮ですが、原稿料はお支払いできませんの
で会報を寄贈して薄謝に代えさせていただきます。 
 
 
 
お問い合わせ 
事務局  國吉 眞正 電話０４４－９８８－８０６５ 
           FAX ０４４－９８８－８０６５ 
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第二号 

語句の説明（沖縄語辞典、広辞苑による） 

 
ゆかい：かなり。相当。 
びけーん：ばかり。 
うらんだー：西洋人。 
めんしぇーん：いらっしゃる。おいでになる。いる・

行く・来るの敬語。 
まじゅん：一緒（に）。共（に）。 
あまくま：あちこち。あちらこちら。 
ーか：親戚。親類。 

活計
っちー

：ごちそう。 

うさがいがちー：召し上がりながら。 
はんしー：おばあさん。那覇の士族の祖母。 

御
う

賜
たび

みしぇーびり：下さいませ。 

如何
 ちゃ 

ぬ風
ふー

儀
じ

：どのように。 

ゆんたく：おしゃべり。 
さーふーふー：ほろ酔いのさま。一杯機嫌のようす。 
ちゃー：いつも。 
さーしぬっ：鍵。錠前に差し込むもの。 

心
くく

地
ち

：気持。気分。心地。 

今
なま

ちき：今になっても。 

何
ぬー

んちぇー無
ね

ーん：何ということない。何という理

由はない。 

気
ち

掛
が

きゆん：精出す。励む。 

寄
ゆ

し言
ぐ

：教訓。忠告。 

るまさん：不思議である。 
あんまー：母。おかあさん。 

細
くめ

ーきゆん：つつましくする。倹約して質素に暮らす。 

なるびち：なるべく。 
くねーゆん：こらえる。我慢する。 
ちねー：家庭。家族。 
あぎまーすん：せきたてる。 
いちゅく：いとこ。 

手


がねー：手伝い。加勢。 

ーりきさん：面白い。楽しい。 
なんくる：ひとりでに。自然に。 

正物
そーむん

：本物。大事な物。 

ぬ物
むん

：同じ物。 

うんにーに：そのおりに。その時に。 

終
う

わちゃーき：終わってすぐ。 

まんぐる：ころ。おおよそその時を示す。 
ーじゃー：やぎ。 
たむん：たきもの。たきぎ。 
くしすん：嫌う。 

ちゅけー隣
ない

：隣近所。 

っちーぐしー：一日おき。隔日。 

異
い

風
ふー

な世
ゆ

ぬ中
なか

：変な世の中。 

ーくる：大よそ。大かた。大体。たいてい。 
しーじゃ：年上（の者）。 
はっちゃかゆん：出くわす。 

肝
ちむ

病
や

むん：心を痛める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   沖縄文字一覧と用例 
赤い字はこの号で使った字です 

[tu]  い（鳥）、う （音）、みー （夫婦） 
 

と[to]  とーふ（豆腐）、とーばる（桃原） 

[hwe] ー（南）、に ーでーびる（有難うございます） 

 

へ[he]  へい（おい「目下への呼びかけ」） 

[du]  し（友人）、や （宿）、 ー（自分） 

 

ど[do]  どーぐ（道具）、まんどーん（たくさんある） 

[?ja]＊ ー（君、お前）、 ん（言わない） 

 

や[‘ja]  やー（家）、やん（である） 

[ti]  ーち（一つ）、 ーだ（太陽）、 ん（空） 

 

て[te]  てーく（太鼓）、てーしち（大切） 

[?ju]＊ ん（言う） 

 

ゆ[‘ju]  ゆんたく（おしゃべり） 

[di]  ふ （筆）、ぬー ー（喉）、 きやー（秀才） 

 

で[de]  でーじ（大変なこと）、ちょーでー（兄弟） 

[?jo]＊ ーいー（おさな子） 

 

よ[‘jo]   よーんなー（ゆっくり） 

[kwa] じ（火事）、 っちー（ごちそう） 

 

か[ka]  かじ（風）、かんない（雷）、かーま（遠方） 

[?wa]＊ ー（豚）、 ーちち（天気） 

 

わ[‘wa]  わーむん（私のもの） 

[gwa] にん ん（念願）、 んく（頑固） 

 

が[ga]  がんちょー（眼鏡、めがね）、しがた（姿） 

[?wi]＊ ー（上）、 ーりきさん（面白い） 

 

ゐ[‘wi]  ゐきが（男）、ゐなぐ（女） 

[kwi] ー（声）、さっ ー（咳）、 ゆん（呉れる） 

 

き[ki]  きー（木）、きゆん（蹴る）、きぶし（煙） 

[?we]＊ ーきー（金持ち）、 んちゅ（ねずみ） 

 

ゑ[‘we]  ういゑー（お祝）、わじゃゑー（災い） 

[gwi] ーく（越来「地名」） 

 

ぎ[gi]  かーぎ（容ぼう） 

[?N]＊  み（梅）、 に（稲）、 なじ（うなぎ） 

 

ん[‘N]   んに（胸）、んみ（嶺井「地名」）、んな （港） 

[kwe] ー（鍬）、からじ ー（髪きり虫） 

 

け[ke]  けー（かゆ）、ちけー（使者） 

[‘i]＊  ん（縁）、 だ（枝） 

 

い[?i]   いん（犬）、いーび（指）、いちゅん（行く） 

[gwe] ったい（ぬかるみ） 

 

げ[ge]  げー（害）、にげー（願い） 

[‘u]＊  （夫）、 ーじ（さとうきび） 

 

う[?u]   う （音）、うーび（帯） 

[hwa] ー（葉）、なー （那覇） 

 

は[ha]  はる（畑）、はぎもー（荒地） 

[‘e]＊△ ーま（八重山）、 ーじ（八重洲） 

 

え[?e]△  えーさち（あいさつ）、えーじ（合図） 

[hwi] じゃい（左）、 ー （いるか） 

 

ひ[hi]  ひやみかすん（えい、と言う） 

お[?o]   おーじ（扇）、おーさん（青い） 

 

を[‘o]   をーじ（王子）、をーれー（往来） 

[ ]内は沖縄語辞典による読み方        （自由使用とされていますので、使用許可は要りません。） 
＊ は単語の語頭だけに用います。語頭以外では用いません。 
       例 ○ い（鳥）、×  
△ 音の出だしに、僅かにｉをひびかせます。 




